
 

シート４ 連携に向けた課題の解決策 シート５ 連携に向けた課題の解決策（続き） 

シート１ 在宅ケアに関する諸課題 

シート２ 「連携」に対する疑問、連携の課題 シート３ 連携の課題（続き） 

患者・利用者側の課題 

●家族の力が弱くなってきている ●独居・孤立高齢者の課題 

●経済的に苦しい高齢者・世帯の課題

●認知症に関する課題 

●終末期・看取りに関する課題 

●見守り・安否確認の課題 など 

知らない 

●在宅・介護について知らない 

●相談先を知らない 

その他 

●｢在宅｣｢連携｣は高齢者に限らない 

●雪国ならではの問題 など 

サービス提供側の課題・制度的な課題 

●高齢者の行き先がない 

●特定のサービス提供者がいない・少ない 

●提供するサービスと「経営」とのバランス 

●在宅にかかる費用面の課題 

●要介護認定に時間がかかる など 

●「連携」って何？なぜ必要？ さらなる高齢化の進展を見据え「住み慣れた地域で自分らしい暮らしを人生の最後まで続けることができるよう、住まい・医療・介護・予防・生活支援が一体的に提

供される地域包括ケアシステムの構築を実現」することが必要。「地域包括ケアシステム」を実現するためには「医療・介護のネットワーク化」「関係者間の連携と

そのマネジメント」が必要（厚労省資料、社会保障制度改革国民会議報告書より） 

 
忙しい→お互いの顔が見えない 

●みんな時間がない・忙しい 

●連携のきっかけがない 

●ケア連参加者も同じ顔ぶれ 

●顔が見えない 

連携の各主体における課題 

 
医療側の課題 

●在宅等に対応できる医療機関・医師

が少ない 

●医師に相談したいが、しづらい 

●退院→在宅の引き継ぎがスムーズに

いかない 

●在宅・介護等への認識が不足 

●医療機関側の相談窓口の課題 

●医療職同士の連携が不足 など 

介護側の課題 

●ケアマネに関する課題 など 

薬局・薬剤師に関する課題 

●薬局・薬剤師の関わり方が分からな

い・薄い 

●薬に関する課題・工夫 

●歯科医のさらなる連携が必要 

札幌市（行政）の課題 

●政策が見えない ●内部の連携不足 

●地域住民との間に距離がある 

●医師会等との連携不足 など 

地域の課題 

●地域（町内会等）の疲弊 

●地域（町内会等）と、地域住民・サー

ビス提供者のつながりが弱い 

●業界・法人ベースのつながりが少ない／ない

関係者間の情報共有の課題 

 地域の医療・介護等の情報が不明

●医療資源が不明 

●介護資源が不明 

●情報が一元化されていない 

など

患者・利用者の情報が不明 

●個人情報・関連情報が不明 

●関係者間で情報共有ができて

いない 

●共通の情報ツールがない 

●多職種間で通用する「共通言

語」がない 

●関係職種・施設の種類に関する

知識が不足 

 
「出会い」「交流」の場を持つ 

●まずは顔合わせ 

●ケア連等の例会を活用 

●研修・実地研修 

●飲み会・親睦会の開催 

医療・介護は連携の窓口を設ける・明らかにする 

 
●医療側の窓口～MSW・地域連

携室など 

●介護側の窓口～ケアマネジャー 

◎早めに退院に向けた調整をする

◎退院時カンファレンスを企画す

る など 

◎ケアマネは遠慮せず医師に会う 

◎入院時、在宅での課題を早めに

入院先に連絡する など 

他職種･地域･行政等の連携･協力 

●薬剤師との連携・協力  ●歯科医との連携・協力  ●行政の連携・協力 

●地域との連携・協力（情報収集・情報提供） 

取り組みに必要な要素 

●ケア連・在支協を活用する 

●地域包括支援ｾﾝﾀｰを活用する 

●コーディネーター ●チームワーク ●個人の頑張り 

その他の取り組み 

●より有効なカンファレンスの実施 

●往診システムの構築 

●移行先（ぐるぐる）判定ツールの作成

取り組みに必要な視点 

●患者・利用者さんを第一に考え

る 

その他、中長期的な取り組み 

●医療・介護保険制度の改革 

●人材の育成 など 

関係者間での情報共有 

 
医療・介護資源の情報 

 

 
情報の内容 

◎在宅医療実施施設の一覧表

◎地域の介護施設の一覧表 

など

情報共有ツール・共有の方法

◎資源マップ・事業所マップ

◎施設見学会の実施 など 

患者・利用者の情報 

 
情報の内容 

◎治療目標と期間 

◎病名、薬、医療・介護の関

係者、家族 など 

情報共有ツール・共有の方法 

◎連携パス 

◎お薬手帳の活用 など 

情報共有・連絡の留意点

●個人情報の取り扱い 

●共通言語を使う など 

相談窓口の設置 

 患者・利用者向けの相談窓口を設

ける 

◎街かど保健室、よろず相談所、

オレンジカフェ など 

関係職向け相談窓口を設ける 

●医療・介護知識等に関する相談

窓口 

●医療・介護資源（受入先等）に

関する相談窓口 

●各施設における個々の患者・利

用者に関する相談・連携窓口 

誰がコーディネートするのか？ 

●個人情報保護の弊害 

●この 2 つを両輪として進める

のが「札幌方式」ではないか 

●カリスマ MSW・ケアマネを作る 

●市民への啓発 

●関係職でも一般市民でも、どんなことでも相談できる窓口を設ける 

地域医療連携推進事業 全体シート 


